
公式SNSでは、世界の子どもたちをとりまく情報を発信しています。
ぜひ「いいね！」や「シェア」で、お友達にご紹介ください。

地域の課題

支援はチャイルドの生活を変える力となります

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

チャイルド・スポンサーシップは、１人の子どもに直接お金やモノを提供す
るプログラムではありません。支援地域の子どもたちが健やかに成長す
るための環境を整え、人々が“未来を切り拓く力” を得られるようにする、
長期的な支援活動です。チャイルドが住む地域とその課題、現地で
ワールド・ビジョンが実施している活動についてご紹介します。

Instagram
@worldvisionjapan

X
@WorldVisionJPN

FACEBOOK
@worldvisionjapan

マイ ワールド・ビジョンに登録しませんか？

ご支援者の皆さまのポータルサイト、マイ ワールド・ビジョンに登録（アカウント作成）
後ログインしていただくと、チャイルドと支援地域の写真や情報がご覧いただけます。

ホームページトップの「支援者の皆さまへ」に進み、「アカウント作成」のボタンから、
もしくは右のQRコードからお手続きください。

• 生後1年未満で命を落とす乳児

• 家に基本的な手洗い設備のある家庭

６歳のファトゥマちゃんは、両親と4人のきょうだいと暮らしています。料理など生活に使う毎日の水
くみはファトゥマちゃんの仕事ですが、家から安全な水源までは片道５キロもの長い道のりを歩かな
ければいけません。そのため、いつも家の近くの濁った池で水をくんでいます。

支援地域では、給水設備が整備されていないため、家畜や野生動物も使う不衛生な水源を利
用せざるを得ない家庭が多く、汚染された水に起因する感染症により命を落とす子どももいます。
また子どもや女性が、長時間の水くみ中に暴力などの危険にさらされることもあります。

ワールド・ビジョンは、ファトゥマちゃんのような子どもたちが、健やかに希望を持って成長できるよう、
支援活動を行っています。

保健・水衛生

ウガンダ共和国

ブインダ地域開発プログラムのご紹介
（UGA-222756）

• 基礎的な学力を習得する前に退学する子どもが多い

• 1つの教室で学習する児童数

教育

• 家事の手伝いや労働に従事する子どもが多い

• 早婚や早すぎる妊娠など女の子特有の課題

子どもの保護

• 1日に２回以上食事をとることのできない
世帯

生計向上

5キロの道のりを歩いて保健施設を
訪れた親子

過密状態の小学校の教室

*2018年時点 **2022年時点

14人に1人

13%*

135人**

38％**



地域の課題

WVが行う支援活動

国情報

地域情報

支援期間：
*支援期間はプログラム準備期間を含み
ます。支援終了予定日や活動の目標は、
予期しない突発事項やプログラムの進捗
状況により、変更される場合があります。

農業研修を受けた農家教員は教材作成や効果的な教
え方について研修を受けます

• 小学校の校舎やトイレの建
設

• 教員を対象とした、効果的
な教授法に関する研修

• 読書センターの設置・運営

小学校では児童の数に対して
教室やトイレの数が不足しており、
子どもたちは窮屈な環境で勉強
しています。過密状態の教室で
は授業もままならず、基礎的な
読み書きも習得できないまま退
学する子どもも少なくありません。

教育

環境保護クラブの先生とメンバー

• 地域の子どもの保護制度の
強化

• 自治体に対する子どもの保
護強化に向けたアドボカシー

• クラブ活動などを通じた子ども
へのライフ・スキル研修（日常

生活で生じるさまざまな問題や要求
に対して、建設的かつ効果的に対
処するために必要な能力）

子どもの権利と保護への認識が
低く、子どもへの暴力や早婚など
の問題が深刻です。貧困を背景
に、過酷な環境下での農作業
など児童労働を強いられている
子どもも多く、小学校中退の大
きな原因にもなっています。

子どもの保護

• お金に関する知識や判断力、
小規模ビジネスに関する研
修を通じた収入向上支援

• 生産性が高く持続的な農業
技術に関する研修

• 農家グループの設立と市場と
の連携支援

ほとんどの世帯が農業に従事し
ていながら、農業から収入を得て
いるのはわずか4％にとどまってい
ます。農業の知識や技術が不
十分なために生産性が低く、家
族の食事も十分に確保できない
世帯も多くあります。

生計向上

研修を受けたヘルスワーカーによる
妊産婦への啓発活動

首都のカンパラから東へ約142kmの場所に

位置するカリロ県ブラモギ郡ブインダ副郡にて、

ブインダ地域開発プログラムを実施します。支

援地域では南東部に多いソガ族を中心に、

異なる民族・宗教の人々が平和的に共存し

ています。住民の95％がメイズ（トウモロコ

シ）やサトウキビ栽培などの農業に従事して

いますが、収入のある世帯は少なく、73％以

上がウガンダの貧困ラインである1日に0.8～

1ドル以下で生活をする、極度の貧困状態

にあります。貧困を背景とした児童労働や、

子どもへの暴力などの問題も深刻です。

アフリカ大陸の東に位置し、南スーダン、ケニア、タンザニア、ルワンダ、コンゴ民主共和国に囲まれた内陸国です。南部は、ナイル川（白ナイル）の起点と
なるビクトリア湖に接しています。日本の本州とほぼ同じ広さで、赤道直下に位置しています。公用語は英語ですが、スワヒリ語、ルガンダ語も使用されてい
ます。宗教はキリスト教が全体の約60%で主流となっています。教育制度は、初等教育（7年）、中等教育（6年、4-2年）、高等教育 (4年)です。

ブインダ

地域開発プログラム

ウガンダ共和国

2023年～2033年

• 母子保健に関する啓発活動

• 地域のヘルスワーカーの能力
強化

• 給水設備やトイレなど水衛生
施設の整備

医療施設までの距離などを理由
に出産時に病院を利用しない女
性が多く、妊産婦と乳児の死亡
率が高くなっています。マラリアや
栄養不良、水衛生設備の不足
による不衛生な環境も子どもた
ちの健康を脅かしています。

保健・水衛生

•
首都：カンパラ

ブインダ
地域開発プログラム
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